
2025 年度 自己評価について 
 
保育に携わる職員を対象に、自己評価を実施した。 
 ５（十分に達成されている） 
 ４（ほぼ達成されている） 
 ３（ふつう） 
 ２（すこしできていない） 
 １（かなり努力が必要） 
 
１ 保育の計画性 
① 園の教育理念・教育方針の理解 
・園の教育方針に共感している 

５・・86,6%  ４・・13,4％ 
 

② 教育課程の編成 
・園の教育課程は、幼稚園教育要領の精神をふまえ園の教育理念・教育方針にしたがい編成している 
   ５・・78,5％  ４・・21,5％ 
 
・園の教育課程は園長が中心となり、教職員と協力しあって編成している 
   ５・・78,5%  ４・・21,5% 
 
③ 指導計画の作成 
・園の方針を指導計画や保育に生かそうとしている 
   ５・・85,7％  ４・・14,3％ 
 
④ 環境の構成 
・安全で清潔感のある環境構成をしている 
   ５・・73,3％  ４・・20%  ３・・6,7% 
 
・異年齢の幼児が自然に交流できるような環境構成をしている 
   ５・・73,3%  ４・・26,7％ 
 
⑤ 保育と計画の評価・反省 
・自分の保育と計画の評価・反省は、行うようにしている 
   ５・・46,6%  ４・・53,4% 
 
 



２ 保育のあり方・子どもへの対応 
① 健康と安全への配慮 
・朝の登園時は特に視診を大切にして子どもの体調が悪くないかを確かめる。体調が悪そうなとき
は静かに寝かせたり検温するなど適切な処置を行ない、すぐに家庭へ連絡する 
   ５・・66,7%  ４・・26,6%  ３・・6,7% 
 
・万一事故やけがが発生した場合は、園長に報告し、保護者に連絡をとり、医師に見てもらうなど適
切な処置を行なう 
   ５・・86,6%  ４・・13,4% 
 
② 子どものみとりと理解 
・一人ひとりの子どもをよく観察するように心がけている 
   ５・・73,3%  ４・・26,7% 
 
・子どもの話をよく聞いたり、言葉にならない思いやサインを受け止めるようにしている 
   ５・・73,3%  ４・・26,6% 
 
・子ども同士のかかわりの中で、その姿の内にある心の動きについても推察するようにしている 
   ５・・66,6％  ４・・33,4% 
 
③ 指導者とかかわり 
・子どもの心を傷つけたり、人権を無視したりする言葉や態度、かかわり方をしない 
   ５・・80%   ４・・20% 
 
・子ども一人ひとりのよさを認めるようにしている 
   ５・・80%   ４・・20% 
 
・子どもの話をよく聞くようにしている 
   ５・・73,3%  ４・・26,7％ 
 
・子どもを無視したり、体罰を加えることはどんな場合もしない 
   ５・・93,3％  ３・・6,7% 
 
・子どもの家庭環境や、これまでの成育歴などを考慮してかかわる 
   ５・・73%  ４・・27% 
 
 



④ 保育者同士の協力・連携 
・クラスに関係なく、その場にいた教師が適切な言葉がけや対応をする 
   ５・・80%  ４・・20% 
 
・教職員全員が、すべての園児についてある程度理解しているよう様々な工夫をしている 
   ５・・80%  4・・13,3%  ３・・6,7% 
 
３保育者としての能力や良識・適正 
① 専門家としての能力・良識・義務 
・子どもの性格や個性を把握するよう努めている 
   ５・・73,3%  ４・・26,7% 
 
・子どもや保護者との対応には、公平さを欠かさないようにする 
   ５・・73,3%  4・・26,7% 
 
・朝と帰りのあいさつは明るく親しみを込めてする 
   ５・・86,6%  ４・・13,4% 
 
・何かをしてもらったら感謝の気持ちを言葉などで表す 
   ５・・86,6%  ４・・13,4% 
 
・自らの健康にも配慮し、爪が伸びていないかどうか等、保育をする上での安全性にも気を付けてい
る 
   ５・・80%   ４・・20% 
 
② 組織の一員としてのありかた 
・ほかの意見を素直な気持ちで聞いたり、自分の意見と異なる結果となっても議論の上決定したこ
とには、協力し実行する 
   ５・・80%  ４・・20% 
 
・園に関することについてみだりに、または不正確なままに他へ話したりしない    
   ５・・80%  ４・・20% 
 
③ 保育者としての保育の楽しみ・喜び 
・子どもと一緒に生活を創りだすことが楽しい 
   ５・・93,3%  ３・・6,7% 
 



・特に配慮を要する子どもが望ましい方向へと変容していく過程に喜びを感じる 
    ５・・93,3%  ３・・6,7% 
 
④ まわりを感じ取れる感性・アンテナ 
・子どもや教育に関する情報をたえずとらえようとしている 
    ５・・40％  ４・・33,3%  ３・・26,7% 
 
・自然に対する感性を持ち、命の尊さを感じている 
    ５・・53,3%  ４・・46,7％ 
 
４保護者への対応 
① 情報の発信と受信 
・クラスや子どもの様子、自分の考え、保育者のポイントなどをクラスだよりなどで知らせている。 
    ５・・45,6%  ４・・27,2%  ３・・18,2％ 
 
・個々の子どもの様子は直接話をしたり、電話、連絡帳など使って伝え合っている 
    5・・66,6%   ４・・25％   ３・・8,4% 
 
・自分の考えをきちんと話し、保護者の話に心を開いてよく聞く。 
    ５・・41.6%   ４・・50％   ３・・8.4%   
 
・保護者の協力が必要な場合は、園長と協議し、具体的な協力のあり方について保護者と話し合う 
    ５・・83.3%       4・・8.3%   ３・・8.4% 
 
② 守秘義務の遵守 
・個々の子どもの情報や、保護者、家族の情報は口外しない。また、保護者の住所、電話番号など個
人情報の管理については園の方針に従う。 
    ５・・86.6%        4・・13.4% 

 
③ 対応上のマナー・良識 
・保護者の国籍、思想、宗教により、また子どもの性差、障害、個性差等によって区別、差別をしな
い。 
    ５・・80%      ４・・20% 
 
・園のすべての保護者に対し、親しみを込めたあいさつや会話を心がける。 

   ５・・86.6%   ４・・13.4% 
 



④ クレームに対する対処の仕方 
・保護者からクレームがあった場合は、まず謙虚にその話を聞き、園長に連絡、報告、相談し、クレ
ームの内容によっては教職員全員で検討し、共通理解の上で対処する。 

   ５・・80%   ４・・20% 
 

５地域の自然や社会との関わり 
① 情報の発信と受信 
・園に対するさまざまな問い合わせや質問にはきちんと対応することができる 
     ５・・66,6%  ４・・25％  ３・・8,4% 
 
② 地域の自然・人々とのかかわり 
・地域の人々と親しくあいさつや会話を交わしている 
     ５・・40％   ４・・53.3%  ３・・6.7% 
 
・地域の開放や子育て支援について具体的な形や内容を理解している 
     ５・・13,3%   ４・・60%   ３・・26,7% 
 
６研修と研究 
① 研修・研究への意欲・態度 
・研修会や研究会に参加する場合は事前にその内容を確認したり、自分なりの考えをまとめる 
     ５・・30,7%   ４・・53,8%   ３・・15,5% 
 
・他園の見学をしたり、公開保育を観てみたいと思う 
     ５・・60,1%   ４・・40,1% 
 
② 教材研究 
・園の遊具や教材についてその特徴や基本的な使い方を知り、利用方法について研究している 
     ５・・60%    ４・・40％ 
 
・園の遊具や教材についてどのような使い方が危険かわかる 
     ５・・53,3%   ４・・46,7% 
 
③ 自らを高めるための学習 
・尊敬する人の話はぜひ聞きたい 
     ５・・73,3%   ４・・26,7% 


